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四つのテスト：1.真実かどうか2.みんなに公平か3.好意と友情を深めるか4.みんなのためになるかどうか

〇会長報告 会長 山本 亘

■本日のプログラムは委員会活動報告発表の前半です。

各委員長さん、宜しくお願い致します。

その後、クラブ同好会の活動報告発表をお願い致しま

す。歩こう会とゴルフ同好会の代表者さん、宜しくお

願い致します。

■6月10日(土) 田辺湾クリーン作戦が開催されました。

参加して頂いた皆様、暑い中の清掃奉仕作業、ご苦

労様でした。

■6月17日(土)、ルミエール華月殿に於いて、クラブ

会長エレクト会議が開催されます。会長エレクト

木村壽一君に出席して頂きます。ご苦労様です。

■本日の例会終了後、定例理事会を開催いたします。

理事・役員さんはご出席宜しくお願い致します。

■本日は、和づち（湯川君）の鰻弁当となっております。

〇幹事報告 幹事 谷本 司

■例会日時変更

◎高野山ＲＣ

7月 7日(金) → 7月 7日(金)17：00～

時間変更 ＜2017～2018年度 初例会＞

■メークアップ

6月10日(土) 田辺湾クリーン作戦

橋本隆君、泉房次朗君、片井貢君、木村壽一君、

北村圭司君、小山實君、丸山博之君、森本修至君、

野村憲司君、緒方雅男君、岡本博君、沖史郎君、

佐田一三君、橘 博君、武田静也君、早稲田清司君、

山本亘君、吉本正美君

■回覧

◎週報「田辺はまゆうＲＣ」」

◎「シーカ146号」「ハイライトよねやま207号」

◎「英語版ロータリアン6月号」

◎福井ガバナー事務所より

「ＤＤＦ（地区財団活動資金）よりポリオへの寄付に

ついて」

◎岡本ガバナーエレクト事務所より

「2017-2018年度ガバナー公式訪問について」

「ガバナー補佐情報」

〇本日の唱歌
「 われら日本のロータリアン 」

唱歌委員 湯川和洋君
作 詞 ： 若林 厳
作 曲 ：

〇出席報告

会員数 49名 義務免除 4名 本日の欠席者 14名
本日出席率 68.89％ 5月31日の修正出席率 89.13％
５月の平均出席率 89.93％ 年平均出席率 91.05％
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〇にこにこ報告
（敬称略）

◇よろしくお願いします。

田辺ＲＣ 木村頼文様

◇委員会報告よろしくお願いします。

愛須勝章・後藤信博・木村壽一・小山實

野村憲司・武田静也・竹村英一・谷本司

谷中順次郎・上原俊宏・早稲田清司

山本亘・吉田和枝・吉本正美

◇委員会報告頑張ります。

あ”お金忘れた。((+_+))

前田吉彦

◇鰻、いつもありがとうございます。

今日のは特に心を込めて調理しま

し

た。 湯川和洋

◇お花いただきます。

北村圭司

◇田辺ＲＣの木村様、ようこそ当

クラブに来てくださいました。

パスト会長同志で昨年度を思い

出します。本日はごゆっくりし

て行ってください。

坂本正人

◇私の家内のお父さんが９１歳で

歯の表彰を受けました。ちなみ

に３０本ありました。

すごいですね～！

佐田一三

◇早退お詫びします。

中嶋伸和

◇本人誕生日

本田耕二

〇委員会報告
２６４０地区 ガバナー補佐 坂本 正人君

地区立法案検討会の報告をいたします。

・福井ガバナーエレクト期間の収支決算報告

・日本のロータリー１００周年基金について

・規定審議会のための代表委員の決定など

〇ゲスト・ビジター

田辺ＲＣ
木村 頼文 様

委員会活動報告

Ｒ情報委員会

委員長 竹村 英一

副委員長 谷中 順次郎

委員 坂本 正人

１.全会員にＲＩ、地区のロータリー情報を提供するこ

とにより会員意識の高揚に努めると共にコミュニケー

ションを図る

２.新人会員にロータリーの仕組みや精神を伝え、早く

クラブに溶け込んでもらえるよう努める。

新入会員の山下さん、湯川さん、竹中さんにオリエ

ンテーションをさせて頂きました。

３.2016年規定審議会の変更により、委員会を立ち上げ

理事数及び委員会の組織変更、内規・細則の変更を

検討しました。
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委員会活動報告

ＳＡＡ会場監督

委員長 前田 吉彦

委員 丸山 博之、北村 圭司、

中嶋 伸和、本田 耕二、

伊藤 博之

１．例会において秩序と気品のある運営を心がける

２．ゲスト、ヴィジターに心配りをする

３．例会場の整理、整頓に努める

４．ニコニコへの協力をお願いする

５．結婚記念日と誕生日にメッセージをお願いする

１．場内は、ＳＡＡ、親睦委員会、事務員さんのおか

げで整理、整頓ができていると考えていますが、会

長報告、幹事報告の場合に若干騒がしい場面があり

ました。

話をされる場合は、小声で行うようにして下さい。

２．ゲスト、ヴィジター、会員を温かく迎え入れるこ

とは、概ね良好だったと考えます。

３．ニコニコ箱の予算は、年間1,600,000円となってお

り、5月末の時点で1,586,500円です。昨年の6月の実

績から考えて目標は達成できると考えます。

クラブ奉仕Ａ

委員長 木村 壽一

委員 武田 静也 （増強）

竹村 英一 （Ｒ情報）

会員増強委員会はクラブ運営に於いて、会員増強とい

う重要な役目であることは、みなさん、ご存知の通り

です。今年も常にそのことを念頭に置いての1年間でし

た。だが私達の描いていた結果が出せなかったのは残

念ですが、来期に向かって、この活動が何らかのお役

に立つものと確信して居ります。

Ｒ情報委員会では規定審議会からクラブ運営に「大幅

な柔軟性」を導入する様にとお話がありました。柔軟

性が高ければ高い程、クラブに活気が生まれ、成長す

る傾向にあると考え、例会方法、会員資格等に取り組

んでいただきました。

当クラブの益々の発展を目指して、又、充実した一年

となります様、祈念して次の方にバトンタッチをさせ

て頂きます。

増強委員会

委員長 武田 静也

副委員長 野村 憲司

委員 奥平 朋久、前田 吉彦

報告書

入会は湯川君、竹中君、橘君の純増3名で、大久保君

と入れ替わりの山下君と、伊藤君と入れ替わりで緒方

君です。

一様、理事会を通している楠本君がまだ入会できてい

ません。皆さん方の協力を得て入会にこぎつけていき

たと考えています。

前期は会員数50名で折り返しましたが後期は2人の退会

者が出て最終48名と言う結果になってしまいました

JCとの懇親会は前期後期共に1回ずつ行い、なんとか関

係の継続を図って、入会者をなんとか迎え入れるよう

に努力をしておりますが、現在のところ入会者確保に

至っていません。

しかし、今後も関係の継続を図り入会してもらえるよ

うに努力していきたいと思います。

今後も会員数５５名を目指していきたいと考えていま

すので今後ともご協力よろしくお願いします。

1年間ご協力有り難う御座いました。

クラブ奉仕Ｂ

委員長 後藤 信博

委員 西谷 次彦（出席）

岡本 博 （会報）

愛須 勝章（親睦）

上原 俊宏（プログラム）

一年間、クラブ奉仕（Ｂ部門）委員長を仰せつかりま

したが、会員の皆さんのご協力により無事に務めさせ

ていただきました。心より感謝を申し上げます。

出席委員会は、年間90％以上という素晴らしい出席率

を達成していただきました。

会報委員会は、週報の発行に際し本当にご苦労様でし

た。文章もさることながら、写真を多く掲載して頂き、

いつも楽しませていただきました。

親睦委員会は、歓送迎会・家族新年会をはじめ、様々

な催し物を企画し、いろいろと工夫を凝らされて楽し

ませていただきました。

プログラム委員会は、毎週の例会プログラムにさぞか

し頭を悩まされたと思います。いつも充実した内容で

とても嬉しく思っています。

来期も、楽しい例会であることを祈念して、一年間の

お礼と致します。

出席委員会

委員長 西谷 次彦

副委員長 森本 修至

委員 沖 史郎

今年度の活動方針は、活気ある例会で、出席率の向上

を目標としておりますが、委員長 西谷、副委員長

森本修至君、委員 沖史郎君の3名で担当させて頂きま

した。



委員会活動報告

出席率の数字で見てみますと、年間平均出席率が91.4

％で終えております。地区平均を見ましても良好な数

字であると思います。

これは会員相互間の親睦をはかりながら、まずは例会

への出席からと云う意識が高まっている証だと思いま

す。出席委員会単独で笛を吹いてなせるものではなく

て、各委員会の活動の賜物であると考えます。目下会

員数は49名で、会場の広さから見て、広からず狭から

ずではないでしょうか。次年度も引き続きこの良好な

状態を続けて頂きますよう、お願い申し上げます。

会報委員会

委員長 岡本 博

副委員長 渡口 眞二（広報担当）

委員 野村 憲司

那須 壽子（雑誌担当）

１．例会の正確な記録、及び、報道を行う。

各委員会の協力を得て話題や活動が十分に取り上げ

られるように努めます。

２．会員や行事の写真を織り混ぜ、視覚的に楽しめる

ように編集する。

３．毎週発行する。

４．「ロータリーの友」を会員向けに周知する。

５．週報のデータ化及びデータ配布を更に推進する。

６．ホームページの維持活用を行う。

以上、上記の通り計画をたて、実行してまいりました。

今年度は、各委員会との連携もよろしく、特に外卓の

方々には事前にデータをいただき、よりスムーズな、

週報編集ができました。

そして、それぞれの委員会行事写真も得ることができ、

目で見てわかる週報を作ることができました。

ご協力ありがとうございました。

また、ホームページの件につきましては、日々、事務

局さんの努力により、スムーズなホームページ運用を

していただいています。

そして、武田さんのご協力により、まもなくプロバイ

ダー変更も行われるところです。

週報は会員の方々の活動を記録する大事な誌面です。

そして、ホームページにより、田辺東ロータリークラ

ブの活動を世の中に伝える大切な情報誌です。

会員皆様の一人一人のご協力が素晴らしい週報となり、

世間への情報発信となります。これからも、会報には

ご協力いただけますよう、よろしくお願いします。

クラブ同好会活動報告

歩こう会の紹介 山本 亘

歩こう会の始まりは、稗田、松本、

浦地氏の3名が平成6年10月16日、東

富田にある富田の滝に行かれたのが

最初です。その後、参加者の増減をへながら

現在では、16名（クラブＯＢ会員3名含む）の会員を擁

する会になっています。

会員の紹介

クラブ会員 浦地、泉、上原、小山、谷中、吉本、

片井、西谷、橘、森本、早稲田、阪本、山本

13名（敬称略、順不同）

クラブＯＢ会員 谷峯、沢越、栗山

3名（敬称略、順不同）

諸先輩の御蔭で、発足から23年を迎えることができ

ました。発足当初は月1回位のペースで活動していまし

た。昨年は8回活動となっています。

自然を五感で捉えながらの歩きは、身体と心とそれに

頭のリフレッシュに大いに効果あり。交わされる会話

は多岐にわたり、非常におもしろいためになる話が多

いです。それに入会金、会費共無料！！なんとこんな

会が身近にあるのです。参加されたい方はいつでもＯ

Ｋ。気軽に声をかけてください。

簡単な紹介方々宣伝まで・・・

ゴルフ同好会 会長 武田静也

私が田辺東ロータリークラブ

にお世話になったのと同時にゴ

ルフ同好会の私の歴史も始まり

ました。

かれこれ16年の歳月が流れ、いろんな方が出入りされ

ました。

それまでは年に5回程度のゴルフが一気に月2回程度ペー

スになりましたが、未だに腕の方は相変わらずであり

ますが、ゴルフを通してたくさんのことを教えていた

だき、皆様の暖かい支えが有りこれまで楽しく過ごさ

せてもらいました。

ここ最近はゴルフ同好会の行事は私の怠けも有り少な

くなっていることに申し訳なく思っております。

ここで、皆様にゴルフ同好会の活動行事を報告させて

いただきます。

まずは、東クラブゴルフ同好会の単独の行事は、単独

のゴルフコンペ、忘年会コンペ時に応じて懇親会は同

好会以外のかたの参加を交えて楽しく年2，3回程度あ

ります。そして単独最大のイベントがゴルフ遠征であ

ります。ここ2，3年やっていないので、是非来季には

と考えています。
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田辺湾クリーン作戦 2017.6.10 扇ヶ浜

次に県内イーストクラブコンペが年二回、春と秋に

あります。これも今年の秋の担当が当クラブとなって

おり、コンペ終了後、盛大に参加者全員参加の懇親会

開催を予定しております。

これらはゴルフ同好会で徴収している。年会費とコン

ペ毎の登録費で運営しております。

次に熊野古道ジュニアカップの開催を紹介します。

青少年育成とスポーツ振興を趣旨に活動を続けて12年

となりました。この12年の間色々な変化が有り、ゴル

フ人口がどんどん減り、若者のゴルフ離れも進んでき

て、最近は期待通りの成果を納めにくくなってきてい

ますが、ここは皆様のお知恵を拝借し、ジュニアカッ

プ自体をもっと権威のある大会に押し上げていかない

と成果のある物になりにくくなってきております。今

後は皆様方の意向も汲みながら、12年の長きにわたっ

て実績を積んできたこの大会を末永く意義のある物に

する為に精進して参りますので今後ともご協力のほど

よろしくお願い致します。


